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加賀市大聖寺南町ニ 41 
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記事 

 献穀田御田植式が開催 

 農業委員・最適化推進員による転作確認を実施 

 全国農業委員会会長大会が開催 

 農業委員会の仕事 農地法第 4・5 条 

 コラム「取れすぎ野菜？」 
 

表紙 

ひまわり（写真提供：土山ぶどう園） 
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献
穀
田
御
田
植
式
が
開
催 

 
新
嘗
祭
へ
早
乙
女
お
手
植
え 

加
賀
で
10
年
ぶ
り 

津
川
さ
ん
の
献
穀
田 

 

天
皇
陛
下
が
秋
の
収
穫
に
感
謝
す
る
宮
中
行

事
「
新
嘗
祭
」
（
11
月
23
日
）
に
供
え
る
米
の

苗
を
植
え
る
「
御
田
植
式
」
が
5
月
15
日
、
南

郷
町
、
津
川
与
三
衛
さ
ん
の
献
穀
田
で
あ
り
ま

し
た
。
中
村
加
賀
市
農
業
委
員
会
会
長
を
は
じ

め
、
宮
元
陸
市
長
ら
が
出
席
し
、
収
穫
の
無
事

を
祈
り
ま
し
た
。 

今
年
の
県
内
の
献
穀
田
は
、
加
賀
市
と
宝
達

志
水
町
の
二
カ
所
。
植
え
ら
れ
た
も
の
は
県
の

ブ

ラ

ン

ド
米
「
ひ

ゃ

く

ま

ん

穀

」

で
、
皇
居

で

10

月

下

旬

に

あ

る

献

納

式

で

皇

室

に

納

め

ら

れ
ま
す
。 

 

農
業
委
員
・
最
適
化
推
進
員
に
よ
る 

転
作
確
認
を
実
施 

 

加
賀
市
の
転
作
確
認
に
つ
い
て
は
、
例
年
6

月
に
Ｊ
Ａ
加
賀
、
農
業
共
済
、
南
加
賀
農
林
総

合
事
務
所
、
加
賀
市
で
協
力
分
担
し
実
施
し
て

い
ま
す
。 

今
年
か
ら
農
業
委
員
会
活
動
の
取
り
組
み
と

し
て
、
加
賀
市
担
当
分
の
町
・
地
区
に
於
い
て
、

担
当
・
出
身
地
区
の
委
員
で
参
加
が
可
能
な
方

を
募
り
、
6
月
1
日
～
15
日
に
地
区
を
分
け
、

市
職
員
と
ペ
ア
に
な
り
確
認
を
実
施
し
ま
し
た
。 

該
当
農
地
の
所
在
が
分
か
り
づ
ら
い
場
所
で

も
、
地
元
委
員
に
案
内
の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。 

             

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
が
開
催 

 

令
和
４
年
度
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
が

５
月
３１
日
、
東
京
都
の
渋
谷
公
会
堂
で
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
約
千
二
百
人
が
参
加
し
、
石
川

県
か
ら
は
中
村
会
長
を
は
じ
め
事
務
局
を
含
む

10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
農
地
集
積
や
遊
休
農
地
解
消
の
目

標
達
成
に
向
け
た
新
た
な
最
適
化
活
動
の
実
践

事
例
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
更
に
５
月
に

可
決
・
成
立
し
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
法
定
化

や
下
限
面
積
の
撤
廃
等
の
農
地
関
連
法
に
関
す

る
要
請
決
議
な
ど
４
つ
の
議
案
が
採
択
さ
れ
、

農
地
利
用
の
最
適
化
の
取
り
組
み
強
化
に
向
け

意
気
込
み

を
新
た
に

し
ま
し
た
。 

大

会

終

了
後
は
、
石

川
県
選
出

国
会
議
員

に
対
し
て

決
議
さ
れ

た
議
案
に

つ
い
て
要

請
を
行
い

ま
し
た
。 

田植の儀を行う「早乙女」 

地図を見ながら現場で作付け確認 
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特
集 

 
農
業
委
員
会
の
仕
事 農

地
の
転
用
許
可 

 

前
回
、
農
業
委
員
会
の
仕
事
の
一
つ
と
し
て
、

農
地
法
3
条
・
農
地
の
売
買
・
貸
借
等
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
農
地
の
転
用
の

お
話
で
す
。 

 農
地
転
用
の
法
律
と
内
容 

 

今
回
農
地
の
転
用
に
つ
い
て
は
は
農
地
法
第

4
・
5
条
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

加
賀
市
に
は
市
街
化
区
域
・
市
街
化
調
整
区

域
が
無
く
、「
非
線
引
き
区
域
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
区
域
に
な
る
為
、
農
地
を
転
用
し
よ
う
と
す

る
者
は
加
賀
市
農
業
委
員
会
を
経
由
し
て
許
可

権
者
で
あ
る
石
川
県
知
事
に
許
可
申
請
を
行
い

ま
す
。 

 

許
可
申
請
者
が
農
業
委
員
会
に
相
談
し
、
農

業
委
員
会
が
申
請
書
を
点
検
・
受
理
後
、
現
地

確
認
等
を
経
て
、
総
会
で
許
可
相
当
・
不
許
可

相
当
を
審
議
し
意
見
を
決
定
し
ま
す
。 

い
わ
ゆ
る
「
青
地
」
の
農
地
は
転
用
で
き
ま
せ

ん
。 

毎
月
の
委
員
会
定
例
総
会
で
は
、「
白
地
」
に

属
す
る
農
地
の
転
用
に
つ
い
て
、
各
申
請
の
転

用
目
的
や
、
周
辺
の
農
地
に
影
響
が
無
い
か
な

ど
様
々
な
観
点
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
、
許
可
の
可

否
を
審
議
し
ま
す
。
農
業
委
員
会
は
決
定
し
た

意
見
を
申
請
書
に
付
し
て
石
川
知
事
へ
送
付
し

ま
す
。 

例
外
と
し
て
、
道
路
整

備
な
ど
の
公
共
事
業
や
、

鉄
道
・
電
気
・
通
信
事
業

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
に
か

か
る
も
の
、
２
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
農

業
用
施
設
用
地
へ
の
転

用
に
つ
い
て
届
け
出
は

必
要
で
す
が
、
許
可
は

不
要
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
農
地
の
転
用

許
可
で
面
積
が
30
ア
ー

ル
を
超
え
る
場
合
は
農

業
会
議
、
４
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
超
え
る
場
合
は
国

と
の
事
前
協
議
も
必
要

と
な
り
ま
す
。 

許可の可否 転用の難易度

青
地

農用地区
域内農地

加賀市が定める農業振興地域整備計画に於いて
農用地区域とされた農地。

不許可
転用

出来ません

第１種農地
補助金を使って整備した農地や、10ha以上の
一団の農地など、生産力の高い良好な農地。

高

第２種農地
市街地として発展する環境にあるものや、土地
改良事業等の対象となっていない生産力の低い
小団地の農地。

第３種農地
加賀市が定める用途地域（土地の利用の方法に
よって住宅地、商業地、工業地などに分けられ
た地域）内の農地。

原則許可
低

白
地

農地の種類

原則不許可

但し、
条件が整えば
許可の可能性

あり

農地の種類と転用の関係

許可者

４
条
所有している農地を転用
する場合

売主・貸主 買主・借主
(農地所有者) (転用事業者)

農地法

他人から農地を購入又は
借用して転用する場合

５
条

転用を行うもの(農地所有者)

許可申請者

と の連名

石川県

知 事

許可申請者と許可者の関係



4 

 

コ
ラ
ム
「
取
れ
す
ぎ
野
菜
？
」 

 
野
菜
を
耕
作
し
て
い
る
人
は
、
収
穫
時
期
に

大
量
に
取
れ
た
野
菜
を
違
う
メ
ニ
ュ
ー
で
飽
き

ず
に
食
べ
た
い
も
の
で
す
。 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
大
豆
で
す
。
大
豆
は
、

転
作
作
物
で
、
加
賀
市
で
も
１
５
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
ほ
ど
、
耕
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
に
、
大

豆
は
、
発
酵
食
品
の
貴
重
な
原
材
料
と
な
り
ま

す
。
納
豆
、
味
噌
、
醤
油
、
豆
豉
な
ど
、
幅
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
納
豆
は
、
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
で
広
く
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
発
酵
食
品
や
豆
腐
や
豆
乳
に
ま
で

加
工
す
れ
ば
、
世
界
中
で
広
く
食
べ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
豆
の
形
を
し
た
茹
で
（
蒸
し
）
大
豆

を
食
べ
る
民
族
は
日
本
民
族
だ
け
な
の
で
す
。

枝
豆
、
煮
豆
等
日
本
の
定
番
な
の
で
す
。
驚
き

ま
し
た
！！ 

 

こ
の
大
豆
に
は
、
タ
ン
パ
ク
質
も
、
鶏
肉
の

９０
％
ほ
ど
含
ま
れ
て
い
ま
す
し
、
脂
質
は
、

豚
肉
の
半
量
で
す
。
ま
た
、
三
大
栄
養
素
の
他

に
大
豆
サ
ポ
ニ
ン
や
、
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ビ
ン
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
両
者
と
も
抗
が
ん
作
用
が

あ
り
ま
す
。
（
サ
ポ
ニ
ン
は
、
溶
血
作
用
が
あ

り
ま
す
が
、
大
豆
サ
ポ
ニ
ン
に
は
そ
の
作
用
が

あ
り
ま
せ
ん
。
）
そ
の
他
に
、
大
豆
イ
ソ
フ
ラ

ビ
ン
は
、
骨
粗
鬆
症
や
更
年
期
障
害
を
改
善
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
カ
ル
シ
ウ

ム
や
カ
リ
ウ
ム
も
豊
富
で
す
。
で
す
か
ら
、
大

豆
は
毎
日
適
量
（
大
豆
と
し
て
８０
〜
１
０
０

グ
ラ
ム
）
食
べ
た
い
も
の
で
す
。 

 

し
か
し
、
正
直
、
料
理
が
面
倒
で
す
。
夕
食

の
後
片
付
け
の
時
間
に
、
３０
分
茹
で
て
、
そ

れ
を
ま
る
の
ま
ま
、
も
し
く
は
、
フ
ー
ド
プ
ロ

セ
ッ
サ
ー
で
潰
し
て
、
冷
凍
に
し
て
お
く
と
料

理
の
ハ
ー
ド
ル
も
う
ん
と
低
く
な
り
ま
す
。
小

分
け
に
し
て
お
く
の
が
コ
ツ
で
す
。
潰
さ
な
い

も
の
は
、
サ
ラ
ダ
や
、
炊
き
込
み
ご
飯
や
煮
物

に
適
量
加
え
て
い
ま
す
。
潰
し
た
も
の
は
、
ハ

ン
バ
ー
グ
や
、
つ
く
ね
に
肉
・
魚
の
１
／
３
〜

１
／
２
を
加
え
ま
す
。
さ
ら
に
煮
豆
も
、
簡
単

で
す
。
解
凍
し
た
茹
で
大
豆
３
０
０
グ
ラ
ム
に

乾
燥
塩
昆
布
２０
グ
ラ
ム
と
蜂
蜜
５０
グ
ラ
ム
を

加
え
る
だ
け
で
す
。
ゴ
マ
油
や
、
中
華
ダ
シ
を

加
え
て
も
、
味
に
変
化
が
つ
き
ま
す
。 

環
境
問
題
が
叫
ば
れ
た
当
初
か
ら
京
都
大
学

の
家
森
教
授
は
「
大
豆
は
地
球
を
救
う
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
収
穫
さ
れ
た

大
豆
を
邪
魔
に
し
な
い
で
、
皆
さ
ん
、
い
ろ
ん

な
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
な
さ
っ
て
下
さ
い
。 

（
田
端
委
員
） 

編
集
後
記 

相
続
登
記
し
な
い
土
地
が
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
令
和
6
年
４
月
か
ら
、
相
続
を
知
っ
た
日

か
ら
３
年
以
内
の
相
続
登
記
の
義
務
化
等
が
実

施
さ
れ
、
こ
れ
に
違
反
す
る
と
過
料
が
課
せ
ら

れ
ま
す
。 

相
続
登
記
を
放
置
す
る
と
、
不
動
産
を
売
却
・

担
保
化
で
き
な
い
、
権
利
関
係
が
複
雑
に
な
り

子
供
や
孫
が
後
々
困
る
な
ど
の
ほ
か
、
東
日
本

大
震
災
後
の
復
興
事
業
で
は
、
用
地
買
収
の
妨

げ
と
な
り
ま
し
た
。 


